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合
志
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
 

に
つ
い
て
 

平
成
２１
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

補
正
予
算
に
つ
い
て
 

平
成
２１
年
度
合
志
市
国
民
健
康
 

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
 

つ
い
て
 

合
志
市
議
会
議
員
及
び
 

合
志
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
 

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
 

及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
 

作
成
の
公
費
負
担
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

に
つ
い
て
 

平
成
２１
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

補
正
予
算
に
つ
い
て
 

住
環
境
の
改
善
に
関
す
る
陳
情
 

に
つ
い
て
 

合
志
市
工
場
等
立
地
促
進
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
に
つ
い
て
 

S t a n d i n g  c o m m i t t e e

総務常任委員会 
産業建設常任委員会 

狭い子育て支援課 

中学校訪問 

野々島交差点 

合生文化会館 

  （
福
祉
課
）
 

問
　
生
活
保
護
世
帯
が
補
正
の
中
で
ど

れ
く
ら
い
増
え
、
母
子
加
算
は
何
処
の

項
目
に
入
っ
て
い
る
の
か
。
 

答
　
平
成
２０
年
度
は
新
規
の
申
請
が
３０

件
、
平
成
２１
年
度
は
す
で
に
１２
月
８
日

現
在
で
４４
件
の
新
規
の
申
請
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
母
子
加
算
は
現
在
８
世
帯

１９
人
の
子
ど
も
が
対
象
で
、
生
活
扶
助

費
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年

度
１１
月
末
現
在
の
受
給
者
は
９６
世
帯
、

１
０
０
０
人
に
２
・
３６
件
が
生
活
保
護

世
帯
、
平
成
２１
年
度
１１
月
末
現
在
の
受

給
者
は
１
１
６
世
帯
、
１
０
０
０
人
に

３
件
が
生
活
保
護
世
帯
で
す
。
世
帯
数

は
極
端
に
増
え
て
い
ま
せ
ん
が
出
入
り

が
多
く
、
熊
本
市
に
隣
接
し
て
お
り
、

新
規
申
請
を
合
志
市
で
認
定
し
て
も
基

準
額
等
の
関
係
も
あ
り
生
活
の
場
の
選

択
を
熊
本
市
に
し
た
場
合
は
出
て
行
か

れ
る
の
で
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
し
て
は

難
し
い
状
況
で
す
。
 

（
子
育
て
支
援
課
）
 

問
　
保
育
園
の
申
し
込
み
は
ど
れ
く
ら

い
増
え
て
い
る
の
か
。
 

答
　
１２
月
４
日
ま
で
の
受
付
状
況
は
３

５
０
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
昨
年
同

期
よ
り
５０
名
く
ら
い
多
く
、
最
終
的
に

は
２
０
０
名
程
度
増
え
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

意
　
子
育
て
支
援
課
の
前
の
通
路
は
狭

く
、
反
対
に
あ
る
高
齢
者
支
援
課
と
と

も
に
相
談
者
が
椅
子
に
座
る
と
通
れ
な

い
状
態
で
す
。
早
急
に
、
子
育
て
支
援

課
の
場
所
の
見
直
し
を
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
は
指
摘
し
ま
す
。
 

   

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）
 

問
　
当
初
の
見
込
み
よ
り
、
療
養
給
付

費
が
増
え
て
い
る
要
因
は
。
 

答
　
国
保
の
加
入
者
自
体
が
、
前
年
よ

り
も
３
０
０
名
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

２０
年
度
後
半
か
ら
、
社
会
保
険
を
や
め

て
国
保
に
加
入
さ
れ
た
方
が
か
な
り
増

え
て
い
て
、そ
れ
で
医
療
費
も
増
え
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
１
３
６
０
０
人

ほ
ど
の
加
入
者
が
あ
り
ま
す
の
で
、比
率

に
す
る
と
２
・
２
％
の
伸
び
で
す
。
 

 

   　
本
件
は
、
全
会
一
致
で
「
継
続
審
査
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
の
過
程
は
、

１２
月
７
日
に
４
常
任
委
員
会
で
の
連
合

審
査
会
を
開
催
し
、
質
疑
を
行
い
、
市

長
、
副
市
長
、
担
当
部
課
長
等
か
ら
説

明
及
び
見
解
等
を
聴
取
し
ま
し
た
。
翌

８
日
に
は
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

担
当
部
長
、
課
長
等
か
ら
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
慎
重
に
審
査
致
し
ま
し
た
。
 

    

         
本
件
は
全
会
一
致
で
「
原
案
を
可
決

す
べ
き
も
の
」
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

質
疑
と
し
て
は
、
県
下
に
お
い
て
は
、

ど
こ
の
自
治
体
が
条
例
化
し
て
い
る
の

か
と
の
問
い
に
、
熊
本
市
、
八
代
市
、

菊
池
市
が
制
定
し
て
い
る
と
の
説
明
と

今
回
の
改
正
は
政
令
に
基
づ
く
改
正
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 

   　
本
件
は
、
挙
手
に
よ
る
表
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
「
原
案
を
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
質
疑
と
し
て

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
住
民
へ
の

発
送
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
と
の
質

疑
に
、
１
月
下
旬
に
発
送
業
者
を
選
定

し
２
月
下
旬
に
配
送
予
定
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
討
論
と
し
て
は
、
防
災

対
策
費
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
３

０
２
万
円
の
支
出
に
対
し
て
、
こ
の
警

報
シ
ス
テ
ム
は
米
軍
と
自
衛
隊
の
軍
事

行
動
に
自
治
体
や
住
民
を
動
員
す
る
有

事
法
制
の
ひ
と
つ
国
民
保
護
法
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
と
の
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
こ
の
予
算
は
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
必
要
な
も

の
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
以

上
で
議
案
３
件
に
つ
い
て
の
審
査
報
告

を
終
り
ま
す
。
 

  （
学
校
教
育
課
）
 

問
　
学
校
医
面
接
指
導
謝
礼
に
つ
い
て
。
 

答
　
労
働
安
全
衛
生
法
改
正
に
と
も
な

う
事
業
。
学
校
医
の
面
接
対
象
と
な
る

の
は
、
①
教
職
員
の
一
カ
月
の
時
間
外

数
が
１
０
０
時
間
を
超
え
た
方
で
希
望

さ
れ
る
人
。
②
精
神
的
に
不
安
を
お
持

ち
で
医
師
の
面
接
を
希
望
さ
れ
る
人
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
の
学
校
医
へ
の
謝

礼
金
の
予
算
で
あ
る
。
尚
、
現
時
点
で

は
合
志
市
小
中
学
校
の
先
生
方
で
精
神

面
で
の
休
職
者
は
い
な
い
。
 

問
　
中
学
校
施
設
改
修
事
業
費
に
つ
い

て
。
 

答
　
西
合
志
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

下
地
よ
り
砂
利
が
出
て
い
た
の
で
、
そ

の
部
分
を
撤
去
し
整
備
を
し
た
。
ま
た

各
小
中
学

校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に

つ
い
て
は

年
次
計
画

を
立
て
、

本
格
的
に

整
備
を
図

り
た
い
。
 

  

問
　
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

に
つ
い
て
増
加
の
要
因
は
 

答
　
主
な
原
因
は
、
人
口
の
自
然
増
に

よ
り
当
初
よ
り
入
園
希
望
者
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
。
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

問
　
文
化
会
館
技
術
委
託
料
と
は
。
 

答
　
土
日
な
ど
で
職
員
が
対
応
出
来
な

い
時
が
あ
る
た
め
、
舞
台
技
術
者
と
業

務
委
託
契
約
を
し
て
い
る
。
文
化
ホ
ー

ル
利
用
者
が
見
込
み
よ
り
増
加
し
た
。

そ
の
増
加
分
の
委
託
料
で
あ
る
。
 

   問
　
工
場
用
地
の
取
得
面
積
要
件
 

５,
０
０
０
㎡
か
ら
４,
０
０
０
㎡
に
緩

和
す
る
の
は
、
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
に
進
出
希
望
の
あ
る
企
業
の
た
め
か
。
 

答
　
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
最
後

の
区
画
残
地
が
４,
６
０
０
㎡
と
な
っ

て
お
り
、
早
急
に
誘
致
獲
得
に
結
び
付

け
た
い
と
考
え
て
い
る
ほ
か
、
現
在
進

め
て
い
る
蓬
原
工
業
団
地
拡
張
計
画
の

企
業
誘
致
推
進
に
つ
い
て
も
有
利
に
作

用
す
る
と
考
え
て
い
る
。
 

  

   （
農
政
課
関
係
）
 

問
　
緑
の
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補

助
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
２
社
に
つ
い

て
、
会
社
の
概
要
説
明
を
求
め
る
。
 

答
　
株
式
会
社
大
商
木
材
は
、
主
と
し

て
木
材
を
扱
う
住
宅
資
材
会
社
、
株
式

会
社
大
昌
は
木
材
廃
棄
物
を
燃
料
と
し

て
発
電
を
行
う
バ
イ
オ
発
電
会
社
と
い

う
こ
と
で
確
認
し
て
い
る
。
 

（
建
設
課
関
係
）
 

問
　
御
代
志
野
々
島
線
交
差
点
改
良
事

業
の
当
初
予
算
１
億
６
０
０
０
万
円
の

執
行
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
き

た
い
。
 

答
　
金
額
の
確
定
は
未
定
だ
が
、
事
業

の
進
捗
状
況
と
し
て
は
地
権
者
と
の
交

渉
は
随
時
継
続
し
て
お
り
、
半
数
以
上

の
方
に
契
約
の
合
意
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
国
・
県
道
部
分
に
お
い
て

は
、
県
が
建
物
調
査
中
で
あ
り
、
経
過

を
み
な
が

ら
市
と
し

て
も
並
行

し
て
地
権

者
と
の
交

渉
機
会
を

増
や
し
て

い
き
た
い
。
 

 

   問
　
悪
臭
苦
情
に
関
し
て
原
課
の
通
常

の
対
応
状
況
を
う
か
が
う
。
 

答
　
酪
農
施
設
及
び
関
連
農
地
に
関
し

て
は
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
必
ず
現

地
に
赴
き
事
実
状
況
を
確
認
し
、
悪
質

な
も
の
か
を
判
断
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
し
か
し
基
本
的
に
は
法
令
の
範
囲

内
で
の
経
済
活
動
の
事
例
が
す
べ
て
と

い
っ
て
い
い
状
況
に
あ
り
、
適
宜
に
任

意
で
の
協
力
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。
 

 


